
平成 25 年 9 月 

適正使用のために重要な情報です。ぜひお読み下さい。 

先生 

全 星 薬 品 株式会社 

全星薬品工業株式会社 

ジルチアゼム塩酸塩錠 30mg｢ZE｣ 

ジルチアゼム塩酸塩錠 60mg｢ZE｣ 
｢使用上の注意｣改訂のお知らせ 

 
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は当社製品に格別のお引き立てを賜り有難うございます。厚く御礼申し上げます。 

  さて、この度ジルチアゼム塩酸塩製剤『ジルチアゼム塩酸塩錠 30mg｢ZE｣・ジルチアゼム塩

酸塩錠 60mg｢ZE｣』につきまして先発会社の自主改訂に基づき添付文書｢使用上の注意｣を改訂

することになりましたのでお知らせ致します。 

 ご使用に際しましては下記及び裏面記載の追加改訂箇所等に特にご留意頂くようお願い致

します。 

まずはお知らせ、お願いと共に今後とも倍旧のご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

ここでお知らせした内容は弊社ホームページ(http://www.zenseiyakuhin.co.jp)でもご

覧いただけます。 

また、｢医薬品安全対策情報(Drug Safety Update)｣No.223 号(10 月上旬発送予定)に掲載

されます。 

謹白 

 

 

                           記 

改訂後 改訂前 
【使用上の注意】 

3. 相互作用 

変更なし 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

変更なし 

抗不整脈薬 

 アミオダロン

塩酸塩、メキ

シレチン塩酸

塩等 

徐脈、房室ブロッ

ク、洞停止等があら

われることがある。 

定期的に脈拍数を

測定し、必要に応じ

て心電図検査を行

い、異常が認められ

た場合には減量若

しくは投与を中止

する。 

相加的に作用

(心刺激生成・

伝導抑制作用)

を増強させる

と考えられる。 

フィンゴリモド

塩酸塩 

フィンゴリモド塩

酸塩の投与開始時

に併用すると重度

の徐脈や心ブロッ

クが認められるこ

とがある。 

共に徐脈や心

ブロックを引

きおこすおそ

れがある。 

 

【使用上の注意】 

3. 相互作用 

省略 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

省略 

抗不整脈薬 

 アミオダロン

塩酸塩、メキ

シレチン塩酸

塩等 

徐脈、房室ブロッ

ク、洞停止等があら

われることがある。 

定期的に脈拍数を

測定し、必要に応じ

て心電図検査を行

い、異常が認められ

た場合には減量若

しくは投与を中止

する。 

相加的に作用

(心刺激生成・

伝導抑制作用)

を増強させる

と考えられる。 

<<記載なし>> 

 

（裏面へつづく）              



改訂後 改訂前 
 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

アプリンジン塩

酸塩 

 

変更なし 変更なし 

ジヒドロピリジ

ン系 Ca 拮抗剤 

 ニフェジピン、

アムロジピン

ベシル酸塩等 

ジヒドロピリジン

系 Ca 拮抗剤の血中

濃度上昇による症

状（降圧作用の増強

等）があらわれるこ

とがある。 

定期的に臨床症状

を観察し、異常が認

められた場合には

減量若しくは投与

を中止する。 

シンバスタチン シンバスタチンの

血中濃度上昇によ

る横紋筋融解症や

ミオパシーが発現

することがある。 

定期的に臨床症状

を観察し、異常が認

められた場合には

投与を中止する。 

トリアゾラム 
変更なし 

ミダゾラム 

変更なし 

カルバマゼピン 

変更なし 

セレギリン塩酸

塩 
変更なし 

テオフィリン 
変更なし 

シロスタゾール 
変更なし 

ビノレルビン酒

石酸塩 変更なし 

シクロスポリン 
変更なし 

タクロリムス水

和物 変更なし 

これらの薬剤

の代謝酵素(チ

ト ク ロ ー ム

P450)を阻害す

ることにより、

これらの薬剤

の血中濃度を

上昇させると

考えられる。 

フェニトイン 
変更なし 変更なし 

シメチジン 

変更なし 

変更なし 変更なし 

リファンピシン 
変更なし 変更なし 

変更なし 
 

 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

アプリンジン塩

酸塩 

[抗不整脈薬] 

省略 省略 

ジヒドロピリジ

ン系 Ca 拮抗剤 

 ニフェジピン、

アムロジピン

ベシル酸塩等 

ジヒドロピリジン

系 Ca 拮抗剤の血中

濃度上昇による症

状（降圧作用の増強

等）があらわれるこ

とがある。 

定期的に臨床症状

を観察し、異常が認

められた場合には

減量若しくは投与

を中止する。 

<<記載なし>> 

トリアゾラム 

[睡眠導入剤] 
省略 

ミダゾラム 

[催眠鎮静導入

剤] 

省略 

カルバマゼピン 

[向精神作用性

てんかん治療

剤・躁状態治療

剤] 

省略 

セレギリン塩酸

塩 

[パーキンソン

病治療剤] 

省略 

テオフィリン 

[気管支拡張剤] 
省略 

シロスタゾール 

[抗血小板剤] 
省略 

ビノレルビン酒

石酸塩 

[抗悪性腫瘍剤] 

省略 

シクロスポリン 

[免疫抑制剤] 
省略 

タクロリムス水

和物 

[免疫抑制剤] 

省略 

これらの薬剤

の代謝酵素(チ

ト ク ロ ー ム

P450)を阻害す

ることにより、

これらの薬剤

の血中濃度を

上昇させると

考えられる。 

フェニトイン 

[抗てんかん剤] 
省略 省略 

シメチジン 

[H2 受容体拮抗

剤] 

省略 

省略 省略 

リファンピシン 

[結核治療剤] 
省略 省略 

省略 
 

      部：今回追加改訂箇所  取り消し線部：削除箇所 

以上 


